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ANewmceVariety@@Kareimai"

AkikoShigemune*',KiyoyukiMiura*1,YasukiUehara*2,AkiraKobayashi*3,YbshiakiKoga*３
HiroshiUchiyamada*3,ShiroSamoto*3,HidekiSasahara*１,AkitoshiGoto*4,HisatoShiOhta*５

HiroyukiShimizu*2,YbnekazuFLjita*6,Shosukelshizaka*7,MasahiroNakagahra*８
KazutoshiOkuno*9,'IbshiakiYamada*'0,YilzoKomaki*'',HisamitsuHoriuchi*'2,KiyomiFukui*'】

HiroshiOtsuki*'andKiyoakiMaruyama*'３

Summary

InthebreedingprogramaimingatdevelopingricevarietieswithanewusefUlgraincharacteristic,webred
anewricevarietyi"Kareimai'',atHokurikuResearchCenterofNationalAgriculturalResearchCenteltThis
varietyisanon-glutinousricevarietysuitablefbrcurryandrice."Kareimai"wasbrediomtheprogenyofa
crossbetweenMilyang23andAkihikariinl979.FromtheFMprogenies,weselectedonepromisinglineand
namedHokurikul49,andsubmittedihelinetovariouslocationsfOrevaluatinglocaladaptabmWBHokurikul49
wasoffciallyregisteredasPaddyRiceNorin４１５mMAFFandin２00６itwasnamedagImreimai''.
Agronomiccharactersof"Kareimai"evaluatedareasfbllows.Theheadingdateandripeningdateisslightly
earlierthan･.Koshihikari''.Comparingwith"Koshihikari'',theculmlengthisabout20cmShortel;Ihepanicle
lengthisabout3cmlongerandthepaniclenumberisless.Theplantlypeofthisval･ieiyisclassinedintopanicle
weighttype.nlegrainshapeisslendel:
'IY1esurfaceofcookedriceof"Karemai"isharderthan"Koshihikari'',butthatofoverallhardnessissame

as"Koshihikari".'IYlel･efbre,"Kareimai"issuitablefOrcurryandrice.
"Kareimai"isestimatedtopossesstrueblastresistantgenes,"H""and"H６''.Theneldresistancefbrleaf

blastandpanicleblastarenotknown.'Iblerancetosproutingisweakishandcoolweathertoleranceisveryweak.
"Kareimai"canbegrowninaregioniomMiddleJIbhokuareatoKyushuareaofJapanfbrnewusesofrice
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表２９「華麗舞」の高温耐性(鹿児島県農業試験場）
1999年 2002年

品種名 玄米品質 品質劣化判定
程度
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注）１）玄米品質は、１(上上)～９(下下)、背白、韮白は0(#!II)～９(甚)に分級した。
２）1999年は，圃場とガラス室を使って稲を栽培したII11場における玄米品質を高温耐性の主な判定基準とし．さらにm１
場とガラス室で栽培した玄米品質の差(品質劣化程度）も加味して高温耐性を判定した．

３）2002年も圃場とガラス室を使って稲を栽培し、その玄米の品質（背白．基白）を達観により調査し、背白と基白の合計
値を高温耐性評価の指数とした．判定は「越路早生」の背白と基白の合計値を強の基準値，「初星」の合計値を弱の韮
準値として用いた．

１０）高温耐性
「華麗舞」の鹿児島県農業試験場における高温耐

性検定結果を表２９に示した．「華麗舞」は圃場では

背白の発生が少なく，高温登熟となるガラス室にお
いても品質の劣化が少ないため．高温耐性は“弦”
と判定される

V.栽培適地および栽培上の留意点

「華麗舞」の適地は早晩性の特徴から判断すると，
東北南部北陸および関東以西であるまた，障害
型耐冷性が極めて弱いため，冷害常襲地での作付け
は避ける必要がある．寒冷地南部から九州，沖縄に
至る広範な地帯で実施した奨励品種決定調査の９３
試験における「華麗舞」と標準品種の比較を図７に
示した．「華麗舞」の玄米重の平均は54.7kg/a,標
準品種の平均は58.3kg/aであり，標準品種に比べ
約６％少収であった．穂重型で穂数が少ないことか
ら，標準的な施肥量だと生育量が確保できず．少収
となる（表3)したがって．分げつ数を確保するた
めに，一般の食用品種よりも増肥する必要がある．
「華麗舞」の栽培上の留意点をまとめると以下の

とおりである．
1．障害型耐冷性が極めて弱いため．冷害の危険の
ある地域での栽培は避ける

２．分げつ数を確保するために，一般の食用品種よ
りも増肥する

3．玄米がやや細いため，収穫した玄米の選別の際
に，筋目の幅に留意する．

4.H６のいもち病真性抵抗性遺伝子を持つため．現
在のところ‘いもち病の発病は認められないが，
いもち病菌の新レースの出現による発病の可能
性があるため，発病が認められた場合，直ちに
防除を行う．

Ⅵ．命名の由来および育成従事者

「華麗舞」は．炊いたご飯が口の中で粒が華麗に
郷うようにほぐれやすいこと，さらにこの食感特性

がカレーソースに合うことから命名された．「華蝿
郷」の育成従事者は．表３０のとおりである．

Ⅶ、摘要

「華麗舞」は1979年に北陸農業試験場（現中央農
業総合研究センター・北陸研究センター）において．

超多収品種の育成を目的として．インド型多収品種
｢密陽23号」を母とし．日本型多収品種「アキヒカ
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注）奨励品種決定調査(1990～1994年.９３試験)の結果を示した
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リ」を父とする人工交配を行って育成された品種で
ある1990年から「北陸149号」の系統名で関係
各府県における奨励品種決定調査試験およびその他
の試験に供試してきたものであり，2006年１０月４
日に新品種として「水稲農林415号」に命名登録さ
れた.「華麗舞｣の特性の概要は以下のとおりである．

重型”で,脱粒性は“難”である．粒形は“細長”
である．千粒重は「コシヒカリ」よりやや軽い

3．収量は，標肥では「コシヒカリ」より少ないが，
多肥では「コシヒカリ」並である．

４炊飯米は，「コシヒカリ｣，「日本晴」よりも粘り
が少なく、硬い．表面の粘りが少ないのでとろ
みのあるカレーソースとのなじみが良く、カレー
ライスへの嗜好性が高い

６いもち病真性抵抗性遺伝子はＨαと"6を併せ
持つと推定され．葉いもち圃場抵抗性は“中"，
穂いもち圃場抵抗性は不明である．穂発芽性は
“やや易"，障害型耐冷性は“極弱”である

出穂期は「コシヒカリ」より４～５日早く，成
熟期は「コシヒカリ」より５～９日早く，育成
地では“中生の早”である
桿長は「コシヒカリ」より２0cm程短く“短"｡
穂長は「コシヒカリ」より長く“やや長"，穂数
は「コシヒカリ」より少なく“少"・草型は“穂

１

２
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